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子どもの笑顔が輝き

勢いのある学校

（Ｈ30．2．1発行）文責 校長 福田雅也

栄養たっぷりの「土作り」
え い よ う つ ち づ く

農作物作りの基本は「土作り」と言われます。
のうさくぶつづく き ほん つちづく い

保護者の皆様方の中には、農 業 に 携 わっておられる方もいらっしゃいますので、農 業 のことをま
ほ ご しや みなさまがた なか のうぎよう たずさ かた のうぎよう

ったく知らない 私 が、こんなことを書くと笑われるでしょう。しかし、「土作り」が大切であるということ
し わたし か わら つちづく たいせつ

は、 私 にも良く分かります。良い農作物を作るために一番大切なことは、苗（種）を植える前に、手間
わたし よ わ よ のうさくぶつ つく いちばんたいせつ なえ たね う まえ て ま

ひまを惜しまずに「土作り」にしっかりと取り組むことだと理解しています。
お つちづく と く り かい

私 は、 小 学校時代というのは、農 業 で言うとその「土作り」をしている期間だと 考 えています。わ
わたし しようがつこう じ だい のうぎよう い つちづく き かん かんが

ら、木の葉、鶏糞や 牛 糞等を、時間をかけながら根気良く混ぜ合わせ堆肥を作り、土と混ぜて良い土
こ は けいふん ぎゆうふんとう じ かん こん き よ ま あ たい ひ づく つち ま よ つち

を作っていかれるように、（詳しくないので、間違っていたらすみません。） 小 学校時代は、 将 来、子
つく くわ ま ちが しようがつこう じ だい しようらい こ

どもたちが、それぞれの人生の中で素晴らしい実を実らせるために、学 習 を重ね、運動で 体 づくりを
じんせい なか す ば み みの がくしゆう かさ うんどう からだ

しながら、日々繰り返される様々な経験とそれらを混ぜ合わせ、人としての土台を作っている時期だと
ひ び く かえ さまざま けいけん ま あ ひと ど だい つく じ き

考 えているのです。特に、経験という面では、やってはいけないことをして失敗したり、友達とけんか
かんが とく けいけん めん しつぱい ともだち

などのトラブルがあったりと、子どもたちにとって、この時期だからこそ経験として許されることがたくさ
こ じ き けいけん ゆる

んあると思います。大人になってやってしまったのでは、まずいようなことでも、この時期は、そのでき
おも お と な じ き

ごとをもとに学べばいいのです。（もちろん、度を越したら困りますが…）その失敗等を、成 長 の糧と
まな ど こ こま しつぱいとう せいちよう かて

することができるのです。

大切なのは、 私 達大人がそのような視点で、子どもたちを見守ることができるかどうかだと思いま
たいせつ わたしたち お と な し てん こ み まも おも

す。子どもたちに、失敗やトラブル等を起こさせないことに視点を置くのではなく、子どもたちが経験す
こ しつぱい とう お し てん お こ けいけん

る日々の様々な出来事をしっかりと受け止め、そこから何を身に付けさせることができるのかを見極
ひ び さまざま で き ごと う と なに み つ み きわ

め、 導 いてあげることに視点を置くことが「土作り」につながると思うのです。自分の思いだけで子ど
みちび し てん お つちづく おも じ ぶん おも こ

もたちを動かそうとせず、感 情 的に怒ったりせず、言葉だけで正しいことを押し付けよう（ああしなさい
うご かんじようてき おこ こと ば ただ お つ

・こうしなさい、あれはだめ・これはだめ）とせず、子どもたちが、 将 来実を実らせる 姿 をしっかりとイ
こ しようらい み みの すがた

メージしながら、共に歩んでいけたらと思います。
とも あゆ おも

小 学校時代は栄養たっぷりの「土作り」、 中 学校時代に苗（種）を植え、根を張り、高校以 上 の学
しようがつこう じ だい えいよう つちづく ちゆうがつこう じ だい なえ たね う ね は こうこう い じよう まな

びで大きく大きく成 長 し、やがて、社会人として素晴らしい実を実らせてくれたらと願っています。
おお おお せいちよう しやかいじん す ば み みの ねが


